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原著論文

Jリーグに所属する在日朝鮮人の民族意識

千葉直樹

Ethnic Iden姐tiesof“Japanese-born" Korean Players in the 
J apanese Professional Soccer League 

Naoki Chiba 

Abstrad 

This study seeks to understand the nature and complexity of the ethnic identities of “]apanese-born" Korean 

players who belonged to teams in the ]apanese Professional Soccer League. The study involves individual one-hour 

semi-structured interviews with two Korean players in ]apan. 

The results indicate that two players go to North Korean schools in ]apan and maintain strong pride in their eth-

nicity. In particular， it is clear that a graduate in Korea University express their ethnic prides strongly. They aimed at 

belonging to the North Korea team. However， the other player refused to belong to the national team before， because 

he intended to accept an 0宜erto become representative in the South Korea team. There are Korean soccer players in 

]apan that wish to become national representatives in three countries (North/South Korea and ]apan). Thus， it is 

clear that the ethnic identities of ]apanese-born Korean players are diverse. 

Keywords:“]apanese-born" Korean， soccer， ethnic identities， globalization 

1.はじめに

朝鮮民主主義人民共和国(以下，北朝鮮)のサッカー

代表チームは， 44年ぶりにワールドカップ・南アフリカ
大会に出場した.主力選手のなかには，日本で生まれ育

ち， ]リーグで活躍した，鄭大世(ドイツ・ボーフム)

と安英学(大宮アルデイージャ)という 2名の在日朝鮮

人が含まれていた.彼らは，在籍期間は異なるものの，

ともに朝鮮学校でサッカーを経験した者である.

1990年代まで，朝鮮学校出身のサッカー選手は，北朝

鮮代表チームに選抜されることを目標にしていた.しか

しながら，近年は様相を異にしている.たとえば，同じ

朝鮮学校出身の朴康造(ヴイツセル神戸)は，韓国Kリ

ーグの城南ー和に所属し，シドニー五輪の大韓民国(以

下，韓国)代表チームに選抜された(昼， 2∞12).また，
2011年のアジアカップの決勝戦で，日本代表チームの一

員として活躍し，一躍時の人となった李忠成(サンフレッ

チェ広島)は， 2∞7年2月に日本国籍を取得している 1)

日本で生まれ育ち，かつ朝鮮学校でのサッカー経験を持

ちながら，彼らはいかにして特定の国家への帰属意識や

民族意識を形成したのだろうか.

在日の呼称には， r在日朝鮮人J，r在日韓国・朝鮮人J，
「在日コリアン」などがある.これらの呼称にはいくつ

かの問題点がある 2)ここでは1910年の日韓併合以降，

日本に定住する朝鮮半島出身者やその子孫，日本国籍を

保有する韓国・朝鮮系の人々を，広義に「在日コリアン」

と呼ぶことにする.一方で，本研究で対象とした在日J
リーガーは，日本人研究者である筆者に対して，自らを

「在日朝鮮人Jと自認していた.このことから，彼ら自
身の語りに関する部分では「在日朝鮮人Jと表記し，在
日韓国人や日本国籍を取得した在日を含む場合には， r在
日コリアンJと呼称、を使い分けることにする.
在日コリアンは，芸能界や経済界のみならずスポーツ

界でも活躍してきた(朴， 2005). しかし，活躍したと

いわれる彼らは，日本社会において誰もが知っていなが

ら本当はあまり知られていない，不可視な存在(野村，

1996)であった.スポーツに限ってみても，プロ野球の
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金田正ーや張本勲のように，自らの民族的出自を公表し

てきた者は稀である.たとえば，戦後聞もない時期に人

気を博した力道山でさえ，死ぬまで朝鮮人であることを

公表しなかったように，多くの在日コリアンのスポーツ

選手は，通名でプレーする不可視な存在である.サッカ

ー界でも，在日朝鮮蹴球団というチームが1960年代から

70年代にかけて，日本リーグのチームを相手にしても無

敵の強さを誇り，北朝鮮の代表チームに，少なくとも 7

選手を送り出してきたといわれる(野村， 1996).しかし，

これもまた不可視な存在で，こうしたチームが存在した

ことを知る者は少ない.

これまで社会学や文化人類学の分野で，在日コリアン

に関する問題は研究されてきた(鄭， 2001;福岡， 1993; 

原尻， 1997;金， 1999;リャンー 2005;予， 2001). こ

れらの研究は，在日コリアンと日本人研究者両方の立場

から，在日コリアンの歴史的背景，民族差別，複雑な民

族意識などの問題を明らかにしてきた.

一方でカルチュラル・スタディーズでは，サッカーと

ポストコロニアルな社会の関係についていくつかの研究

が行われてきた(有元・小笠原， 2005).有元は，大英

帝国の植民地主義の結果として，サッカーが世界中に普

及した歴史を振り返るなかで， rサッカーの自己形成は
植民地主義と切り離すことができないJ(有元， 2005， 
23頁)と指摘している 3) サッカーは世界中に普及する

過程において，植民地のイングランド人の占有物から，

植民者の権力に抵抗する手段として，ナショナル・アイ

デンテイテイや民族意識を形成・強化する役割を担うよ

うになった(Archetti，1994;デイメオ， 2005). 

朝鮮半島においても，サッカーは特別な民族スポーツ

として発展し，日本の植民地支配に対する抵抗の手段と

して機能した時期があった(野村， 1996).在日コリアン

は，まさに植民地支配の結果として生み出された人々で

あり，彼らの生活はポストコロニアルな状況におかれて

いる.在日コリアンはデイアスポラと呼ばれることもあ

り，民族的起源を持つ国にも，在住する固にも完全に帰

属できない立場に置かれている.ポストコロニアルな日

本社会において，サッカーはプロ選手と一般の在日コリ

アンにとってどのような役割を果たしているのだろうか.

欧米のスポーツ社会学会では，民族や移民とスポーツ

の関係に関して研究が行われてきた (Frogner，1985; 

Darby， 2007).特にスポーツ労働移住という研究領域に

おいて，外国出身スポーツ選手の移住動機や文化的な経

験に関して焦点があてられてきた (I凶e血d Ma臨むを~H剃;

Lanfranchi and Taylor， 2∞1 ; Stead and Maguire， 2000) . 
スポーツ選手のナショナル・アイデンティティへの関心

は高いが，多くの場合，特定のスポーツ選手に関するメ

ディア報道を通したテクスト分析を行う研究がほとんど

である(Andrew，1996 ; Jackson， 1998). したがって，

移民の子孫や帰化したスポーツ選手がどのようなナショ

ナル・アイデンテイティを保持しているかに関して，イ

ンタビュー調査を行って探求する研究はほとんど行われ

ていない.

体育・スポーツ社会学の分野では，黄 (2007)と鈴木

(2008)の研究を除いて，在日コリアンとスポーツに関

する研究が十分に行われてこなかった. 黄 (2∞7)は，
Z肪年のワールドカップ・ドイツ大会をテレピ観戦した，

在日韓国人や韓国人への質問紙調査や参与観察を通して，

グローカルな多元的な応援世界について報告した.鈴木

(2008)は，在日一世の朝鮮人女性を対象としてインタ

ピュー調査を行い，孫基禎と力道山に関するスポーツの

記憶という視点を通して，在日女性のライフストーリー

を明らかにした.

一方で，スポーツライターなどのジャーナリストは，

在日コリアンのスポーツ選手について著書を出版してき

た(康， 2001;野村， 19部;崖， 2∞e;矢野， 1卯5;慎，
2010). しかし，これらの著書は，在日コリアンの有名

スポーツ選手の伝記や，在日スポーツ界の課題に焦点を

あてる内容であり， 慎 (2010)の作品以外，彼らの民

族意識を十分に明らかにしてこなかった.

これまで体育・スポーツ社会学の研究分野では，在日

コリアンとスポーツに関する問題を扱うことがある種の

タブー(禁忌)であった.結果として，一般のスポーツ

関係者に在日コリアンに関する問題が十分に認識されず，

彼らに関する偏見や差別が存続する状況が日本スポーツ

界には残っている 4) 本研究の意義は，在日朝鮮人Jリ

ーガーの民族意識を明らかにすることを通して，彼らに

関する偏見を和らげ，マイノリティのスポーツ選手に関

する理解を深めることである.さらに，グローパル化す

る社会のなかで，スポーツ選手も海外で活動することが

昨今では珍しくなくなった.一流競技者のなかには，オ

リンピックやワールドカップに出場するために，国籍を

変更する選手も出てきている 5) こうした時代背景にお

いて，在日朝鮮人のサッカー選手はどのような民族意識

を持ち，どのような国家の代表チームに帰属意識を持っ

かについて，本研究では焦点を絞る.

本研究では，生活経験やサッカー経歴との関わりのな

かで，インタピュー調査時点における在日朝鮮人のプロ

サッカー選手の民族意識を明らかにすることを目的にす

る.ここでは，ある人が特定の民族集団の一員であると

いう意識を持っていることを，民族意識と定義する.特

に国家代表チームの選択に際して，サッカー選手として

の成功と民族意識がどのように関係するかについて探求

する.

n.研究方法

(1 )調査方法

本研究では， 2006年3月から2∞7年3月にかけて，在
日朝鮮人のJリーグ経験者5名にインタピュー調査(面
接質問法)を各1時間程度行った6) この論文では，北

朝鮮代表経験のある 2名の選手の事例を抽出して分析を

行う.なお， 2006年にJ1とJ2に登録された在日コリ
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Jリーグに所属する在日朝鮮人の民族意識

アンは10名であった(日刊スポーツ社編.2006).これ

は姓名や出身学校名から在日コリアンと確認された選手

数であり，民族的出自を公表していない在日 Jリーガー
の数は不明である.

本研究では，調査対象者が現役のプロサッカー選手で

あったことから，長時間にわたるインタピュー調査が難

しい状況にあった.したがって，インタピュ一時におけ

る民族意識とサッカーに関わる問題に焦点を絞り，解釈

的客観主義アプローチ7) (桜井.2002)を参考にしてイ

ンタピュー調査を行った.選手の経歴などをできる限り

調べ，事前に質問項目をある程度用意したが，話が展開

していくなかで，それ以外に選手自身にとって意味ある

出来事も語られるよう心掛けた.質問の内容は，家族構

成や生育地域への愛着，サッカー経歴，朝鮮学校におけ

るサッカーの位置づけ，目標にする国家代表チーム，民

族意識についてであった.

(2) インタビュー回答者の属性

本研究では，インタビュー回答者2名のプライパシー

を考慮して，選手名を仮名(金昌守と白泰栄)で表記す

る.調査対象者は，インタビューを行った時点で20代の

現役選手であり，在日三世であった.前者は小学校から

大学まで，後者は高校まで朝鮮学校に通い，民族教育を

受けており，通名をほとんど使わず本名で生活してきた.

金昌守は韓国籍を保有している一方で，白泰栄は朝鮮籍

を保持していた8) 金昌守は朝鮮大学校を卒業してから

J リーグで活躍した一方で，白泰栄は日本の大学を卒業
した後. Jリーグのクラプとプロ契約を結び活躍を認め
られた.両者とも北朝鮮のサッカー代表チームに選抜さ

れた経歴がある.

(3) 研究の理論的な枠組みと在日コリアンの七つの類型

本研究は，アメリカの社会心理学者，ハーパート・ブ

ルーマーのシンボリック相互作用論を理論的な枠組みと

して用いて，インタビュー調査を行った(ブルーマー，

1991).シンボリック相互作用論の三つの前提は. 1) r人
聞は，物事が自分に対して持つ意味にのっとって，その

ものごとに対して行為するj. 2) rこのようなものごと
の意味は，個人がその仲間と一緒に参加する社会的相互

作用から導き出され，発生するj. 3) rこのような意味
は，個人が，自分の出会ったものごとに対処するなかで，

その個人が用いる解釈の過程によってあっかわれたり，

修正されたりするj(ブルーマー.1991: 2頁).である.

つまり，ブルーマーは，人間の行動が他者との相互作用

のなかで生み出されており，研究対象者にとっての行動

の意味を大切にするべきであると考えていた.したがっ

て，本研究では，研究対象者の認識や感じ方をありのま

まに記述するという姿勢で，インタピュー調査を行った.

社会学者の福岡安則は，在日若者世代にインタピュー

調査を行い，彼ら/彼女らのエスニック・アイデンティ

ティに応じた類型枠組みを作成した(福岡.1鰍;福岡・

金.1997).福岡 (1993)は，在日一世と二世の世代に

比べて，日本社会に支障なく適応しているといわれる在

日三世の世代が，多様な民族意識を持ち，アイデンテイ

ティの葛藤を経験していると指摘した.つまり，在日若

者世代は，強い民族意識を持つタイプと.r日本人化」
されていくタイプというように単純に二項対立で説明で

きる訳ではなく，極めて多様で個性的なアイデンテイテ

イを持つ人が多かった，ということである.福岡は，

Hutnik (1986)のエスニック・アイデンティティに関

する類型枠組みを参考にして，在日若者世代を.r祖国
志向型j.r同胞志向型j.r共生志向型j.r個人志向型j.
「帰化志向型j.r葛藤回避型j.r葛藤型Jと七つに分類
した(福岡.1993;福岡・金.1997).なお，この調査

では，日本生まれで韓国籍を持つ18競から30歳までの者

を対象としており，在日本大韓民国民団(以下，民団)

の傘下団体の名簿に基づいてサンプリングがなされた.

以下，七つの類型について説明する.

「祖国志向型Jの人々は，小学校から高校・大学まで，
在日本朝鮮人総聯合会(以下，総聯)系の朝鮮学校の出

身者が多く，民族教育を通して民族の誇りを強く持つ.

彼ら/彼女らは，子どもの頃から在日朝鮮人に囲まれて

生活してきており，アイデンテイティの葛藤を経験して

いない.このタイプの中心命題は在外公民である.つま

り，日本に居住していながらも，朝鮮人としての意識を

持ち，将来の祖国統一に貢献するためにも，在日同胞社

会を維持・発展させなければいけないと考えている.r祖
国志向型」は，通名をほとんど使わず，民族名を一つだ

け持ち，祖国も自分の国も一つの朝鮮であると考える(福

岡.1993). 

「同胞志向型Jは，民団傘下の「在日本大韓民国青年会J
に結集する若者が分類され，在日同胞のために「権益擁

護jや「処遇改善Jを勝ち取る活動をしている.r共生志
向型jは，生まれ育った地域社会への愛着が強く，在日

コリアンへの差別を日本社会の変革によって変えて行こ

うとする人々である.r個人志向型Jは，七タイプのなか
で最も学歴の達成水準が高く，個人的成功を追及し，在

日の友人は少ないと指摘されている(福岡・金.1997). 

「帰化志向型」は，子どもの頃から日本の学校に通い，

自分の家族以外日本人ばかりという環境で育ち，民族的

出自を隠しながら生きてきた場合が多い.彼らの中心命

題は，日本人になる，であり，実際に日本国籍を取得し

た者が多い.彼らは通名を子どもの頃から使っており，

民族名には愛着を持てない場合が多い(福岡.1993). 

「葛藤回避型」は，日本人と過す時は，日本人と変わら

ないという意識になり，韓国人の友人と接する時は韓国

人としての意識になるというように，その場に応じて適

応する能力を身につけた若者である.彼らは深刻なアイ

デンティティの葛藤を経験していない(福岡・金.1997). 

「葛藤型Jは.r・・『在日』として生まれ育ってくる過
程で，自分は日本人ともいいきれず，かといって韓国人

(朝鮮人)ともいいきれずというかたちで，そもそも自
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分はいったい何者なのかというアイデンティティの葛藤

を体験し，今後の自分自身の生き方を明確にできないで

いる青年たちであるJ(福岡・金， 1997: 133頁)と説
明されている.

福岡 (1993)は，現実適合性を優先させて各タイプの

特徴を取りだす形で類型枠組みを作成した.したがって，

個々の在日コリアンが正確に類型にあてはまる訳ではな

いことを指摘している.さらに，七つの類型は民団に所

属する韓国籍の人々への調査に基づき作成されたもので

あり，本研究で対象とする総聯系の在日朝鮮人に正確に

あてはまらない部分がある.ともあれ，本研究では，福

岡の作成した在日若者世代に関する類型枠組みを参考に

する.

m.結果及び考察

1 -1 )事例1:金昌守

金昌守は，愛知県名古屋市で1984年に生まれた在日三

世である.インタピューは，金が朝鮮大学校を3月に卒

業し， J 1のクラブに入団して聞もない時期 (2∞6年3
月16日)に行われた.金は，小学校から大学まで朝鮮学

校で学び， Jリーガーになった選手であった.
金は，朝鮮学校で民族教育を受け，在日社会のために

貢献したいと考えており，北朝鮮代表チームに入ること

を熱望していた.しかし，日本の国籍法は1985年まで父

系血統主義を採用していたことから，父親が韓国籍であ

った金昌守の国籍も韓国籍になった.日本政府は，北朝

鮮との聞に正式な国交が結ぼれていないことから，在日

朝鮮人の「北朝鮮国籍」を正式に認めておらず，外国人

登録の国籍欄が「朝鮮」である場合には地域を示してい

るにすぎないという見解である.そのために「朝鮮籍J
から韓国籍に一度国籍を変更した場合には，正式な国籍

ではない「朝鮮籍Jへの変更を日本政府は認めていない
(金山， 2001).国籍を朝鮮に戻すことは法律上困難で

あった.その時の心情を次のように述べた.

「それと代表問題もあったんで，代表になるために朝

鮮に変えようと，思ったし，まあ高校生のときからも

うずっと，自分は朝鮮学校って北朝鮮系9)じゃない

ですか.そういうので北朝鮮のことの優越性とかそ

ういうのを習ってきて，こう敬っているのに，自分

の国籍が韓国なのにそういう喜べないというそうい

う矛盾を自分の中で感じていたんですよ.だから，

もうそういうのもあるし，代表問題もあるし，だか

ら，今はもう韓国にしといた方が安全だっていうけ

ど，僕はそういうのに逆らって，逆に朝鮮の方に変

えようという風に時代の流れとは逆流してやろうと

していました.それを自分で誇りに思いますし，そ

うやっていることになんでいうのかな，悪い点とい

うのは見つからないし，マイナスはあるけどそれ以

上にマイナスに打ち勝つぐらいの意気込みもあった

千葉直樹

んでJ

金は「北朝鮮系Jの朝鮮学校で教育を受けてきており，
北朝鮮の代表としてプレーすることに意義を見出してい

た.そのため韓国籍の金は，永住権の申請や海外渡航手

続きにおいて不利になる朝鮮籍を取得しようとした.し

かし，前述したように韓国籍から朝鮮籍への変更は不可

能であった.そこで在日本朝鮮人蹴球協会は，北朝鮮政

府に働きかけ，金昌守のパスポートを発行させ，国際サ

ッカ一連盟 (FIFA)に在日朝鮮人の歴史的経緯を説明し，

金の出場許可を懇願した.結果的に金昌守は， 2007年の

東アジア選手権大会から北朝鮮代表としてプレーするこ

とができた.

ワールドカップ・ドイツ大会のアジア地区最終予選

(2005)に，北朝鮮代表として出場した在日朝鮮人の安
英学と李漢宰について尋ねると，次のように答えた.

「実は，それに僕も行く予定だったんですよね.だけ

どその国籍の問題に引っかかって，それで結局駄目

で，いけなかったんですよね. 2月9日の日本戦10)

の時に，埼玉に見に行って僕，大学の人みんなで行

った，生徒みんなで行ったんですけど，そのときす

ごい悔しかったですね.悔しくはないけど，なんで

いうんだろう.歯がゆかったというか，やるせなか

ったというか，自分もこの舞台に立ちたいというの

はすごい強く思いましたJ

金は，代表チームに選ばれる実力がありながら，国籍

の問題で試合に出場できず，歯がゆい思いをしていた.

彼に「朴康造選手の活躍を見て韓国代表チームを目指そ

うとは思いませんでしたか」と聞くと，まったく考えら

れない，と答え，その理由を次のように述べた.

「朝鮮系なんで，なんか裏切りじゃないですか.何と

なく同じ国，同じ民族でもやっぱり国は違うんで，

そっちと意義が違うんで，朝鮮代表ででるのと韓国

代表っていうのはだいぶ違うJ

つまり，金は総聯系の在日社会のために貢献したいと

考えており，韓国代表ではなく北朝鮮代表に選出される

ことに意義を見出していた.

1 -2)家庭での接と朝鮮学校での経験

金昌守はどのように「総聯系Jの在日朝鮮人になって
いったのだろうか.家庭での農について尋ねると，金は

次のように答えた.

「やっぱりお父さん厳しかったですね.はい.いやや

っぱあんまりものを多く喋らないんですよね.言葉

を多く発しないんで，お父さんはやっぱ朝鮮系のお

父さんというのは，男らしいというか，そういう威
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Jリーグに所属する在日朝鮮人の民族意識

厳のあるお父さんが一杯いるんで，その典型的な朝

鮮人のおやじで，俺のお父さんは.徹底的にそうい

うのは脹られました.食卓の礼儀から，挨拶とかも

全て叩き込まれました.殴られながら.J

金昌守は父親から厳しく摸けられたと述べており，こ

うした家庭環境が金の民族意識の形成において多大な影

響を及ぼしたと考えられる.また他の在日朝鮮人と同様

に，金は親の意向を受けて朝鮮学校に進学することにな

った.

1100%親の意向です.うちのお父さんはとeつちかと

いうと日本学校で、育ってきたんで，お父さんは，だ

から日本学校に入れようとしたんですけど，お母さ

んがパリパリの朝鮮系なんで，何があっても，子ど

もを生んだら母親の方が強いじゃないですか.だか

らもう強ヲ|に朝鮮学校に入れ[させられ]ましたJ

金の場合には，日本の学校に進みたいという考えは生

まれなかった.金は，大学進学時においても日本の大学

から勧誘を受けていたが，朝鮮大学校に進学した.金は，

日本でプロのサッカー選手になるためには，関東や関西

の有力大学に進学することが近道であることを認識した

うえで，あえてサッカーの競技環境が整っていない朝鮮

大学校を選び，その中からプロ選手になることに意義を

見出していた.

金は， Jリーグの外国籍特別枠11)という lチーム l名
の枠に入るために，朝鮮学校以外に通信制の学校で日本

の高校卒業資格を取得していた.金は朝鮮学校が日本の

学校と同じレベルの教育内容を備えているにもかかわら

ず，日本の学校として認められない現状に対して憤りを

抱いており，就職に際しでも，在日朝鮮人の学生が最初

から日本企業への就職を諦めてしまう状況について嘆い

ていた.

1 -3)在日朝鮮人にとってのサッカー

金は，男ならサッカーをするのが当然という朝鮮学校

で育ち，当たり前のようにサッカーを始めた.

「朝鮮学校っていうのは，まあ朝鮮の朝鮮民主主義人

民共和国の国技がサッカーなんですよ12) だからそ

ういうので日本の朝鮮学校のどの学校でもサッカー

しかなくて.小学校はそうですね.サッカーと後は

何か芸術系がちょっとあるくらいで，だからサッカ

ーやって当たり前で，サッカーやらない奴はちょっ

とマニアックな奴というのがあったんで，だから必

然的にはじめて必然的にサッカーをするようになっ

て，で今に至りますJ

こうした発言は，インタビューを行った他の在日朝鮮

人Jリーガーからもなされた.

ところで，大阪朝鮮高級高校は， 2005年度の日本高校

サッカー選手権大会で，全国ベスト 8に進出した.彼ら

の活躍について尋ねると，金は次のように述べた.

「すごい喜びに満ち溢れていましたね，あの時は涙で

ましたもん，本当に.自分のJリーグ入りがちょっ
とかすむっていう面がありましたけど，やっぱり同

じ在日としてあれだけ日本の全国のサッカー界に名

を轟かして印象的じゃないですか.そういうので，

そういうことをしたらやっぱり，自然と在日の全国

の，大阪だけにとどまらず，在日，北は北海道から

南は沖縄まで在日同胞たちがすごい喜ぶじゃないで

すか.そういうので活気が満ち溢れるので，そうい

うきっかけになると思うので，きっかけになってい

るんですよね.大阪朝鮮学校が活躍するっているの

が，だから大きな偉業を成し遂げたと思います，大

阪の朝鮮はJ

.金は，在日の高校チームが日本で活躍することで，全

国の在日同胞が応援し，在日社会が活気づくことを大い

に評価していた.もちろん，ここでの在日同胞とは，韓

国籍か朝鮮籍か，北朝鮮を政治的に支持するかどうかな

どを超越した，民族的出自が等しく大阪朝鮮学校サッカ

一部にアイデンテイティを抱く人々の集団である.こう

した発言から，金は在日朝鮮人の一員という民族意識を

強く持っていることがわかる.

1 -4)朝鮮学校と日本学校にみるサッカ一文化の遣い

金は，小学生から大学まで朝鮮学校でサッカーを続け

てきたことから，プロチームで初めて日本人のチームに

入りサッカーを行うことになった.朝鮮学校と日本学校

のサッカ一文化の違いについて尋ねると，金は「精神面

が長けているのが朝鮮学校で，技術面が長けているのが

日本学校という感じですjと答えた.つまり，日本の学

校は， Jリーグクラブ傘下のユースチームのように指導
者の質も高く，サッカーを行う環境面が充実している.

一方で，朝鮮学校では，指導者の質もそれほどでもなく，

人数も少ないが，しごきなどの過剰なトレーニングを通

して選手が精神的に強くなる.そうするために，日本人

には負けるなというようなことを教員から言われてきた

かについて尋ねた.

「ありましたね.やっぱ，戦後から残っている面が多

いですね.僕たちの，まあ高校くらいになったらそ

ういうのはないですけど，でも時折，お前ら絶対日

本人には負けるなみたいな，そういうのはありまし

た.そういうので練習中とかも，おまえらそれじゃ

勝てねえぞ，日本学校にみたいな感じで，そんなこ

とやってちゃ，絶対日本人に根性でも，根性でも勝

てない，絶対勝てないとか言われていましたJ
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在日朝鮮人は，家庭のなかで日本人には絶対に負ける

なという教育を受けてきたといわれる(金村， 2α)4)が，

学校教育のなかでも同じような状況か曜認された.金は，

プロになって初めて日本人のサッカーチームに所属する

なかで，何らかの違和感を抱くことはなかったのだろう

か.

「うーん，どうですかね.すごいありましたね.たと

えば，あの，まずサッカーの質の違い，今までは朝

鮮大学校でやって来たのはすごい根性だったり，走

りにすごい重点を置いてトレーニングしてきたんで

すけど，こっちに来たら技術面っていうのをすごい

教えられるし，それはすごいためになりますし.ま

あ文化的な違いというのは特にありませんねJ

金は朝鮮大学校とプロの練習内容の違いを経験する一

方で，これまで日本社会で生活してきたことから，特

別に文化的な違いを体験することがなかった.在日と日

本人選手の間にあるプレースタイルの違いについて尋ね

た.

「でも在日朝鮮人の中でもそういうプレースタイルっ

ていうのもいっぱいあるんで，どっちかというと根

性に偏りがちで技術がおぼつかないというのが多い

ですね，朝鮮学校出の人はJ

金は，自分も含めて在日の選手が技術はそれほどでも

ないが，体力があり根性で食らいつく泥臭いサッカーを

するという認識をしていた.

1 -5)在日朝鮮人としての民族意識

金は，小学校の5・6年生頃，在日であることを初め

て意識しはじめ，日本人に生まれてくれば楽だったと思

っていた.現在の金は，在日朝鮮人であることをどのよ

うに捉えているのだろうか.

「もう誇りだけで生きてるようなもんですからね，僕

は. (・・中略・.)僕の場合は，僕がプロ入りす

ることによって，この全国の在日の人たちが注目す

るし，その人たちが応援してくれる訳ですよ.そう

いうのをプレッシャーとも捉えられるし，でもそれ

が逆にいえばすごい力になるじゃないですか.だか

ら逆に朝鮮人，在日朝鮮人に生まれてきて良かった.

こういう成功，まあ一つの成功じゃないですか，こ

れも.そういう得たことによって喜びがもう他の人

と格段に違う訳ですよね. (・・中略・・)成功を

つかんだ時に周りの反応とか.ああ，在日朝鮮人で

よかったとみたいな.本当に誇りに，思っています.J

金は， J 1)ーガーになった時に，家族や親戚だけでは
なく，全国の在日同胞が応援してくれることが，励みと
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なり，在日朝鮮人に生まれてきて良かったと実感してい

た.また，金はマイノリテイである在日朝鮮人として生

まれてきたことを否定的に捉えるのではなく， r少数派
ということはすごく結束しやすい，だからみんな一つに

まとまっている」というように肯定的に捉えていた.さ

らに，在日としての民族意識がサッカー選手として成長

する上で影響したかと尋ねると，次のように述べた.

「相当影響しましたね，僕の場合は.背負っているも

のが違うんで，僕の一挙手一投足に注目する人って

いうのはすごい一杯いるし，僕を応援する人ってい

うのは一杯いるんで，その人たちのために，自分の

ためじゃなく，その人たちのために今までずっとや

ってきたんで高校から.(・・中略・.)高校とか

になって，日本学校と戦いはじめて，そういう自分

たちが勝つことによって，在日の人たちに力と勇気

を分け与えるみたいな.そういうのを先生たちに言

われてきて，ああそうなんだみたいな.まあ影響を

受けやすい年頃ですし，そういう，そのために自分

の，もちろん自分のチームのために，それと在日朝

鮮人全ての人のために.僕たちが活躍してやってく

んだというのを信念にもってやっていたんで，それ

が今につながっていますJ

金は，活躍を通して在日同胞社会を活気づけることに

意義を見出していた.特に，こうした考え方が朝鮮高級

学校時代の部活動において，教員の助言を受けて形成さ

れたことは注目される.また，金の両親は，厳格な在日

コリアンであったことから，礼儀や挨拶に関して厳しく

接けられたと語っていた.したがって，金の民族意識は，

民族学校での教育や親からの撲を通して形成されたと考

えられる.

金は，筆者とのインタビュー後にJリーグでも活躍
し，北朝鮮代表にも選ばれた.したがって，筆者とのイ

ンタビューでは，北朝鮮代表での経験について聞くこと

はできなかった.しかし，ジャーナリストのa慎 (2010)

の著書で，チーム戦術の違いや代表チームでの待遇の問

題に関して，北朝鮮代表への不満を次のように述べてい

る.

r. .朝鮮代表に行ったからといって，チームがオレ
に何かしてくれるわけじゃないし，めちゃくちゃ報

酬をもらえるわけでもない.別に金がほしかったわ

けじゃないですよ.金が欲しいなら， Jリーグに出
場したほうが出場給とか勝利給とか稼げるわけです

から.そのJリーグで一生懸命結果を残して代表に
行っても，パスは回ってこないし，楽しいサッカー

もできない.それどころか移動や連戦でコンデイシ

ヨン調整が難しくなり， Jリーグでもスタメン落ち
したりする.そんな悪循環を繰り返していたから，

オレのなかで代表がウザい存在になりつつあったJ
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(慎， 2010: 56頁)

北朝鮮代表のサッカーは守備的であり，金のフォワー

ドとしての決定力を十分に生かしきれないスタイルであ

った.金は，次第に北朝鮮代表の待遇の悪さやプレース

タイルの違いから，北朝鮮代表への不満を募らせていっ

た.しかし，金は最終的にワールドカップ・南アフリカ

大会に出場した.それは，高校のサッカー指導者や家族

の助言を受け，考えを改めたからであった.

以上のことから，金は北朝鮮代表チームに選ばれるこ

とに誇りを持ちながら，それが絶対的なものではないこ

とがわかる.金は，祖国と母国に関する感覚を次のよう

に述べている.

「心の故郷は間違いなくウリナラ13)です.でも，だか

らといってウリナラに帰れと言われでも帰りたくな

いし，こういうことを言ったら怒られるかもしれな

いけど，住めないと思う.それが韓国でも同じです.

締麗事抜きに，やっぱり一番暮らしやすいのは生ま

れ育った日本だし，家族がいるのも日本だから，こ

れからもこの国でオレは生きていくと思う.でも，

オレの母国は日本じゃない.日本の中にもうひとつ

の国があるんですよ.それが“在日"という国.朝

鮮でも，韓国でも，日本でもない“在日"という固

が，オレにとっても母国なのかもしれない.そして，

その在日という存在を，広く世に発信するのが，オ

レのテーマじゃないかと思う.J (慎， 2010: 67頁)

金は，祖国である北朝鮮と韓国よりも，日本の中にあ

る「在日という国」が母国であると述べていた.在日朝

鮮人のサッカー選手は，日本の学校や日本代表チームと

対戦することで，自分たちが日本に生まれ育った在日で

あることを強烈に訴えかけることができる.日本代表と

の試合で活躍することで，在日朝鮮人の存在が注目を集

める.そこに在日Jリーガーの存在意義を見出そうとし
ている.慎 (2010)は， 19:朗年代後半から90年代初頭に，

北朝鮮代表チームで活躍した在日の金鍾成の話を引用し

た後で， I日本でマイノリティーとして生きる在日コリ
アンにとって，日本戦はその民族的アイデンテイテイを

確かめ実感できる機会J(32頁)であると指摘している.
また金に民族に関して悩んだ、ことはありますか，とい

う質問をすると，次のように答えた.

「僕の場合ですね.いや，僕は特にないで、すね.朝鮮

学校で，まわりは朝鮮人がいて当り前の環境だ‘った

ので，もう大学に来たらある程度自己は確立される

し，アイデンティテイに対しでもすごく意識し始め

るし，そういうアイデンティティ，民族性の誇りと

かも持ち始めるんで，こういう日本人だけの環境に

入ってきても逆にそれをネタにしたり，そういうの

をできてるんで.特に悩んだことはないで、すJ

金は，子どもの頃から朝鮮学校に通い，同じ在日コリ

アンと生活してきたことから，日本の学校に通った在日

コリアンのように民族に関する葛藤を経験していなかっ

た.彼は朝鮮学校の教育を通して民族の誇りを強く保持

していた.

2 -1 )事例2 白泰栄

白泰栄は1982年に大阪府で生まれた在日三世である.

聞き取りの時点 (2006年8月)で， 24載であった.白の

祖父母は植民地時代に現在の韓国に位置する地域から日

本に渡ってきたという.渡日の経緯などはよく知らず，

韓国にいる親戚とは会ったことがなかった.国籍は朝鮮

籍で，小学校から高校まで朝鮮学校に通った.白は，大

阪朝鮮高級学校が大阪府予選を勝ち抜き，インタ}ハイ

に初出場した時の主力選手であった.その後， Jリーグ
でプロ選手になることを目標として関西の「強豪大学」

にスポーツ推薦で進学した.大学時代は，関西大学リー

グで輝かしい実績を残した.大学卒業後， 2∞4年にJ2 
のチームと契約を交わしプロサッカー選手になった.自

は第四回東アジア大会 (2005)に出場した北朝鮮代表チ

ームに初選出された.

2 -2)朝鮮学校でのサッカー経験

白は高校まで朝鮮学校で過ごしたことから，幼稚園の

頃から「遊ぶといったらサッカーという感じJで蹴球に
親しんできた.在日朝鮮人の男にとって，サッカーをプ

レーすることは当たり前の経験であった.

「まあやっぱり，国技がサッカーというのもあるし，

まあやっぱり，全国小学生の大会とかもサッカーあ

るんで，特に子どもたちは，男の子はサッカー，女

の子は朝鮮舞踊が基本になっていると思いますけどJ

白が述べたように，朝鮮学校では，男子生徒がサッカ

ーをプレーし，女子生徒が民族舞踊を習うという習慣が

あるようだ(ウリハッキョをつづる会， 2∞1).さらに，
サッカーは北朝鮮と韓国の国民によって「国技jとして

認識されていることから，在日コリアンにとっても「特

別なスポーツjになっている.白は朝鮮学校で在日朝鮮

人の友達とともに快適な生活を送っていた.白が高校三

年生の時に大阪朝鮮高級学校は，はじめてインターハイ

に出場した.小学校と中学校の大阪大会でも優勝してお

り，その時のメンバーがそのまま大阪朝鮮高級学校に進

学し，同じ世代にサッカ一好きで上手な選手が集まって

いた.当時の新聞でも大阪朝鮮の活躍は取り上げられて

おり，在日同胞や同窓生からたくさんの激励を受けてい

た.白は当時から在日社会の代表という使命感を持って

プレーしていたのだろうか.

「その当時は，そういうのはなかったんですけど，ま

あやっぱり，自分らがやっぱ朝高で貢献できるのは
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当然サッカーしかないなあとは思っていたし，それ

は今も変わらないですけど.うーん，でもやっぱり，

大阪だけではなく全国の同胞たちからいろいろな喜

びのメッセージとかもいただいたし，まあ，そのと

きに自分はサッカーでこういう同胞の社会に貢献し

たいなあというのは思いましたJ

白は，高校時代にはそれほど在日社会のために頑張る

という使命感を持っていた訳ではなかったが，全国大会

に出場することで，全国の在日同胞から応援を受け，そ

のことでサッカーで在日社会に貢献したいという気持ち

が形成されていた.2006年に母校の大阪朝鮮高級学校が

選手権大会で全国ベスト 8に進出した時，白は応援に駆

けつけた.多くの人に応援してもらえる後輩を羨ましい

と述べ，自分も在日同胞の応援を受けていることを再認

識したと語った.

2 -3)在日としての民族意識

白は子どもの頃から朝鮮学校で過ごし，基本的に本名

で生活してきた.自分が在日朝鮮人であることを意識す

るようになったのは小学生の頃であった.この頃，近所

の日本人から嫌がらせを受けていた時期があり，日本人

との違いについて考えるようになった.自の場合，どの

ように呼ばれることが自分の民族に関する感覚に近いの

だろうか.

「うーん，難しいですね.まあ僕は朝鮮人ですし，ま

あ在日でもあるんで，うーん，そんなに変わりはな

いとは思うんですけど.うーんやっぱり，ちょっと

こういう日本社会でずっと生きていくと，やっぱ自

分が在日という意識がやっぱりだんだん薄れはじめ

る危険性はあると思うので，ゃっばどうにかそれは

防ぎたいというのはありますJ

白は， r朝鮮人Jや「在日」という呼び名が一番自分
の感覚に合っていると捉えていた.こうした感覚は，朝

鮮学校で育った在日朝鮮人にとって共通する感覚であ

ろう.また日本社会で生活するなかで，日本人に埋没し

てしまう危険を認識しており，自らの民族性を守りたい

という意識を持っていた.在日コリアンの9割近くの人

が本名以外に日本式の苗字である通名を持っているとさ

れ，日本社会での差別を避けるために通名を使い分ける

者もいるといわれる(福岡， 1993).また在日コリアン

も三世・四世となるにつれて，朝鮮語の読み書きができ

ない層も出てきており，実質的に日本人と在日コリアン

の違いが見えにくくなってきたという指摘もある(予，

2001) . 

ある在日の研究者は，ほとんどの在日コリアンが日本

に永住することから，日本国籍を取得し「コリアン・ジ

ャパニーズJとして日本社会に自らの立場を主張するべ
きだという考えを述べている(鄭， 2001).こうした考

千葉直樹

えについて白の意見を聞いた.

「まあ僕は日本に変える気はまったく，国籍を変える

ことはまったくないですし，僕は在日として，まあ

これからも生活していきたいと思うし，自分の子ど

もたち，自分が子どもを持ったときには，同様に子

どもたちにも在日として生きていってほしいという

のはありますけどJ

自は日本国籍を取得することを全く考えておらず，日

本社会で自らの権利を主張するのではなく，朝鮮籍を保

持して在日朝鮮人として生きていくという考えであった.

2 -4)北朝鮮代表チームでの経験

白は大学時代に北朝鮮代表に呼ばれたが，その時は一

度辞退した.その理由を次のように語っている.

「そのときちょうど2∞2年の日韓ワールドカップがあ
って，韓国が大躍進していて，まあやっぱ，テレピ

でそういう韓国チームの活躍を見ていると，やっぱ

韓国の代表っていいなという憧れも持ったし，まあ

サッカー選手である以上，そういうチャンスがある

ほうが良いかなと思って，当時，あの朝鮮のサッカ

一事情はまったく情報がなかったんで，次の2006

年のワールドカップ予選にでるかっていうのも全く

わからなかったし，そういう状況を考えると，韓国

代表を目指していこうかなという思いもあって，そ

のときは辞退しましたJ

白は韓国代表への憧れをもっていたことから，北朝鮮

代表を辞退していた.白は北朝鮮代表よりも，ワールド

カップで大躍進した韓国代表に入ることを考えていた.

白は「やっぱり大きな舞台にでられる可能性のあるチー

ムでやりたいというのは，まあサッカー選手なら誰でも

思う」と述べていた.こうした考えの揺らぎは，総聯系

の在日同胞社会に貢献するために，北朝鮮代表を目指す

という意識ではなく，サッカー選手としての成功を優先

する考え方に基づくと考えられる.

白は， 2∞3年に同じ在日朝鮮人の安英学と李漢宰が北
朝鮮代表でプレーする試合を見て，初めて代表チームの

競技レベルを知ることができ，北朝鮮代表への気持ちが

強くなった.白は，マカオで開催された第四国東アジア

競技大会 (2005)に出場した北朝鮮代表チームではじめ

てプレーした.在日同胞の知り合いが自のビデオを，北

朝鮮のサッカ一関係者に送ったことが代表選出につなが

ったのではないかと話していた.しかし，はじめて北朝

鮮代表チームに合流した時に，白は当初，うまくチーム

に溶け込めなかった.

「うーん，そうですね.やっぱり最初はやっぱり，あ

っちの人は言葉を喋るのがすごく早くて，なかなか
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最初聞き取るのが難しい部分もあって，うーん，最

初の二・三日は苦労したんですけど，まあ，一緒に

ボールを蹴って練習する時聞が長くなればなるほど，

お互いに少しずつ理解してきて，本当に最後帰ると

きにはみんなで仲良くなっていましたJ

白は朝鮮学校で朝鮮語を学習していたが，彼の話す言

葉は北朝鮮の選手に理解されず，彼も選手たちが話す朝

鮮語を理解できなかった.そのため，彼らと代表チーム

に適応するために多くの時間を要した.白は，北朝鮮の

選手の印象を技術的には発展段階にあると述べる一方で，

身体能力が高いと評価していた.選手間の上下関係は，

年下の選手がボール運びをするという程度で，それほど

厳しくなく，日本のチームと変わらないと話していた.

2 -5)在日サッカー選手の「優越性J
在日朝鮮人のサッカー選手は，日本人に比べて相対的

に人数が少なく不利な条件のなかで，なぜ優秀な選手を

輩出することができたのだろうか.白はその根拠を次の

ように説明した.

「まあやっぱり一つは，身体的に優れた部分はあると

思いますし，まあ，先ほと言首された通り，小さい時か

ら，まあ，日本人には負けるな，という教えもあり

ながらサッカーをしてきたというのもあって，まあ

そういう気持ちの部分は優れているとは思いますねJ

白は身体的な優越性と精神的な強さから，在日の活躍

を説明した.特に，小学生時代に周りの大人から，日本

人には負けるな，ということをよく言われていた.ただ，

白はサッカー選手としては日本人とか在日とか関係なし

に誰にも負けないという気持ちでやっていると述べた.

しかし，自にとっても，在日としての民族意識がサッカ

ー選手としての成長を後押ししたようだ.

「う}ん，まあやっぱり， [Jリーグの]試合になっ

ても，まあ観客を見回したときに，まあ僕の名前を，

在日朝鮮人でハングルで書かれた，あの応援団幕と

か，そういうのを持って応援してくれる人たちを見

ると，うーんまあ，そういう気持ち，在日として本

当に頑張らなければならないという気持ちは一層強

くなる部分はあると思いますけどJ

白は，自発的に在日のために頑張ろうと考えたのでは

なく，周りの在日同胞の熱心な応援を受けて，民族意識

を強化していったようだ.

2 -6)誹爵中傷された経験

白は北朝鮮代表に選出され， Jクラブのある地元メ
ディアからも大きく取り上げられた.そうした中で，メ

ディアではなくサポーターから誹詩中傷されたことがあ

る.

「いやメディアは本当に，こっちのメディアは特に，

喜んでくれたというのはありましたけれど，まあ，

一つショックだったのは，あっち，大会が終わって

こっちに帰ってきた時に，まあサポーターの方にち

ょっと，えーひどい屈辱的な，というか侮辱的な発

言を受けたのは，ちょっとショックでしたねJ

こうした事件が起こる背景には，位致問題に関するメ

ディア報道も影響していたようである.

「そうですね.ちょうどその時に桂致問題に関して，

すごい連日報道してたし，まあ，そういうのを日本

の方たちは見てるんで，まあ，そういう問題に関し

てちょっと僕の方に何かいう人がいて，まあ，その

時すごい怒りもありましたし，まあショックでしたJ

サポーターからの差別的な発言は，白が北朝鮮代表に

選出されてから始まったことで， 2010年の5月にも，浦

和レッズのサポーターから差別発言があり問題になった.

白はこの件以外で日常生活のなかで，差別を受けたこと

はないと話していた.

w. Jリーグにみる在日三世の民族意識の比較

在日朝鮮人のプロサッカー選手は，朝鮮高級学校・プ

ロ・北朝鮮代表のチームでプレーするなかで，在日同胞

の代表として応援を受けることがある14) したがって，

他の在日朝鮮人よりも，学校や国の代表として周りの人々

から期待をかけられることが多く，確固たる民族意識を

形成している可能性がある. 2名の回答者は，朝鮮学校

で民族教育を受けており，在日朝鮮人としての民族意識

を保持していた.

金は朝鮮大学校の卒業生であり，インタビュー回答者

のなかで最も強く民族の誇りについて話してくれた.白

は，金ほど強く民族の誇りについて表明した訳ではなか

ったが，在日朝鮮人としての民族意識を形成していた.

調査対象者は，通名をほとんど使っておらず，民族名の

みを本名と認識しており，日本国籍の取得を全く考えて

いなかった.むしろ，子どもの頃から民族名で同じ在日

朝鮮人と過ごし，民族教育を受けており，在日であるこ

とに誇りを持っていた.こうした回答は，福岡が分類し

た「祖国志向型」の特徴に一致する(福岡， 1993). 金

と白は，在日朝鮮人としての民族意識を持ち，北朝鮮代

表選手としてプレーすることで在日同胞を勇気づけたい

という思いを持っていた. しかし，彼らは日本で生まれ

育ち，家族も日本に住んでおり，北朝鮮に帰還すること

は考えていなかった. Jリーグで活躍することを通して
日本のサッカー界から認められ，日本人の友人を持つよ

うになり， Jリーグの競技環境に満足していた.さらに，
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彼らはともに大学を卒業しており，相対的に学歴の水準

が高かった.したがって， r祖国志向型Jの特徴に一致
する部分もありながら，個人的な成功を追求する「個人

志向型Jとしても分類できる.
在日朝鮮人に限らず，プロサッカー選手は，国家代表

チームでプレーすることを目標にしている場合が多い.

サッカーのワールドカップは，世界最高レベルの大会と

いわれ，多くのサッカー選手にとって夢の舞台である.

ここでは，国家代表チームへの帰属意識に焦点をあてる.

「サッカーの日韓戦を見るときにどちらを応援しますかJ
と質問すると，当然のことながら，白と金は韓国を応援

すると答えた.両者は，実際に北朝鮮代表として国際試

合に出場しており，代表チームに選抜されたことを大変

名誉なことと捉えていた.

金は総聯系の在日社会のために貢献したいと考えてお

り，韓国代表ではなく北朝鮮代表に在日同施の代表とし

て選出されることに意義を見出していた.さらに金は，

大学進学時においても日本の大学から勧誘を受けていた

が，朝鮮大学校からプロ選手になることに意義があると

考え，朝鮮学校を選択していた.一方で，白はプロ選手

になる可能性の高い関西の「サッカー強豪大学Jに進学
していた.

こうした回答から，金と白では，代表チームに対する

帰属意識の面で違いがあることがわかる.金は在日同胞

のために北朝鮮代表で活躍したいと考える一方で，白は

ワーJレドカップに出場できる可能性の高い韓国代表でも

構わないという意識を持っていた.さらに，白の語り口

は，金昌守とは対照的であった.金は，在日同胞のため

に主体的に頑張り，在日社会に貢献したいという強い使

命感を表現した.一方で，自には在日朝鮮人の応援を受

けているから頑張らないといけないという受け身的な感

覚が見受けられた.二人とも北朝鮮代表としてプレーし

たが，選択した大学や在日朝鮮人としての民族意識には

大きな違いが確認された.

これまで見てきたように，在日朝鮮人のサッカー選手

といっても，民族意識は決して一枚岩ではなく，家庭環

境や民族学校での経験に応じて異なることが示唆された.

こうした意識の違いは，在日若者世代の多様なアイデン

ティティを反映している(福岡， 1993). 

以上のことから，本研究では，金と自の民族意識を福

岡の類型枠組みにあてはめて，r祖国志向型」と「個人
志向型Jに分類した.しかし，白は，韓国代表でも構わ
ないという考えを持っており，総聯系の在日社会に貢献

するために北朝鮮代表しか考えられないという認識の金

とは異なる民族意識を持っていた.さらに，金でさえ，

日本代表の充実した競技環境を羨ましく思い，北朝鮮代

表での活動を負担に感じたように，代表チームに対する

思いには揺らぎが見受けられた.つまり，在日朝鮮人J

リーガーの立場や時代背景も変化してきており，福岡の

類型枠組みに完全に一致しきれない者がでできている.

たとえば，日本代表の李忠成の場合には，日本国籍を取
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得したという点で「帰化志向型Jに分類できるかもしれ
ないが， r李」という名字を保ち，読み方だけ日本風に
変えた時点で，在日コリアンとしての出自を変えたくな

いという思いが見受けられる.サッカー選手としての成

功を求めて日本国籍を取得したことから， r個人志向型J
と分類することもできる.このように，現実の在日 Jリ
ーガーは，福岡の類型枠組みを越えて，多様な民族意識

を形成していると考えられる.

v.結論

本研究は，在日朝鮮人のプロサッカー選手という特殊

な職業に就く人々の民族意識に焦点を絞った.特に，一

般の在日朝鮮人と違って，プロのサッカー選手は，国家

代表チームの選手として，ある種国を背負って戦う機会

があるだけに，周りの人々からの期待も高く，国家に対

する帰属意識を強く意識せざるを得ない.ワールドカッ

プ南アフリカ大会で国歌斉唱の時に，涙を流した鄭大世

は，韓国や日本のメディアから大きく報道され，あたか

も「民族主義者Jや「愛国者」として表象された.しか
し，本研究の結果が示すように，国家代表チームに選抜

された選手といえども，自選手のように，韓国代表でも

構わないという意識を持っていた.さらに，同じ在日朝

鮮人のサッカー選手といっても，学校教育の内容，親の

民族意識などによって，異なる国家代表チームを目指す

場合がある.特に， 2名の対象者は，福岡の類型枠組み

の「祖国志向型」と「個人志向型jに分類された.しか

し，この分類は，強いてあてはめればあてはまるという

程度であり， 2名の対象者間でも，在日朝鮮人としての
民族意識，北朝鮮代表チームへの忠誠心，政治的な思想

に関して違いが見受けられた.つまり，本研究で対象に

した在日 Jリーガーは，福岡の類型枠組みが示す多様性

を越えて複雑な民族意識を形成してきたと指摘すること

ができる.

また2名の対象者は，朝鮮学校で男がサッカーをプレ

ーすることは当然の経験であると述べた.さらに，サッ

カーは北朝鮮と韓国の両国にとって「国技」であり，在

日朝鮮人の特別なスポーツであることを指摘した.在日

にとって， (プレーと観戦を含む)サッカー経験は，単

なるスポーツ活動という枠を越えて，在日コリアンとし

ての民族意識を再確認・強化する役割を果たしているこ

とが示唆された.

一方で，日本の学校に通った在日コリアンについて十

分に調査をすることができなかった.今後，日本の学校

に通ったマイノリテイのサッカー選手の民族意識につい

て調査を進める必要があるだろう.サッカーは，在日コ

リアンの民族意識を再確認する場として重要な役割を果

たしている.総聯系のサッカー選手は，北朝鮮代表とし

て在日同胞の期待を一身に体現する立場にある.一方で，

韓国や日本代表チームに選出される在日コリアンは，在

日若者世代の多様な民族意識を反映している.
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Jリーグに所属する在日朝鮮人の民族意識

つまり，生まれた時から日本で生活し，日本人との感

覚がそれほど変わらなくなった在日三世や四世の世代に

とって，ワールドカップという世界最高の舞台に立てる

ならば，日本代表でも韓国代表でも構わないと考える選

手も出てきたということである.白はまさに韓国代表で

も北朝鮮代表でも構わないという考えであり，競技者と

しての成功を重視していた.このようなアスリートは他

のスポーツ種目でも増えてきている.

こうした選手の出現は，グローバル化の影響を受けて，

国民意識の希薄化と競技者としての自己実現を重視する

傾向を表している.I越境スポーツ選手J(千葉， 2002) 
と呼ばれる競技者は，今後さらに増えることが予測され，

ナショナル・アイデンテイテイや民族意識よりも， Iア
スリート・アイデンテイティjとでも呼ぶべき競技者意

識を重視する選手が注目されるに違いない.

付記

本研究は， 2003年度のトヨタ財団研究助成Aを受領し

て行われました.またインタビュー調査に答えていただ

いた選手，匿名の査読者の先生，スティーブ・ジャクソ

ン氏に対して，研究への協力に深く感謝します.
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注

1 )在日四世の李忠成は， 19歳以下の韓国代表合宿に召

集されたが，韓国代表に選抜されなかった.その後，

北京五輪での日本代表チームへの選出を考慮して，日

本国籍を取得した.李は帰化とともに，名前の呼び名

を「イ・チュンソン」から「り・ただなりJに変更し
た(加部， 2008). 

2 )韓国籍を持つ者を「在日韓国人J，朝鮮籍を持つ者
を「在日朝鮮人」と国籍に応じて呼称、を区別する場合

がある.しかし，韓国籍を持つ者が必ずしも韓国を政

治的に支持しているとも限らず，国籍に応じた呼称で

は在日の人々を適切に説明することはできない(康，

2001) . 

3) rサッカーの自己形成Jとは，サッカーの発展過程
と置き換えることができる表現である.つまり，サッ

カーが世界各国に普及する過程において，英国の植民

地政策に利用きれながら，サッカーは普及していった

ということである.

4)本研究でインタビューの対象とした選手のなかには，

後述するように，サポーターから民族に関する誹詩中

傷を受けた者がいた.また何名かの選手は，高校や大

学剛tに日本人のチームと対戦した時に，r朝鮮に帰れ」
や「キムチ臭い」などと悪口を言われたことがあると

述べた.

5)陸上競技3000m障害のサイフ・サイード・シャヒー

ンは， 2003年8月にケニアからカタールに国籍を変更

し，パリ世界選手権大会で金メダルを獲得した.2006 

年のアジア大会に向けてメダル有望な選手を勧誘して

いたカタール政府は，生涯にわたり毎月1000ドル(約

12万円)の収入をシャヒーンに約束したといわれる(陸

上競技マガジン， 2006年3月号).また日本人でも，

フィギュアスケート・ペアの川口悠子は， 17歳の時に

ロシア人コーチに師事し， 2008年にロシア国籍を取得

し，パンクーパー五輪ではロシア代表選手として4位

入賞を果たした.

6)在日コリアンの所属する 8球団にインタピュー調査

の依頼を行い， 4球団から許可を得ることができた.
残りの4球団に所属する 5名の選手は，サッカーに関

係のない取材や，すでにメディアから取材を受けたこ

とがあるという理由から，インタピュー調査の依頼を

断った.

7)桜井 (2002)は，解釈的客観主義アプローチを「機

能的な推論を基本としながら，語りを解釈し，ライフ

ストーリー・インタビューを重ねることによって社会

的現実を明らかにしようとするものであるJ(25頁)
と説明している.

8)朝鮮学校には，朝鮮籍のみならず韓国籍，日本国籍

を持つ生徒さえいる.たとえば，慎 (2010)は，最近

の朝鮮学校の教育方針について次のように述べている.

「かつては北朝鮮の社会主義体制を賛美する思想教育

や，特定の個人を神格化する忠誠教育も施された朝鮮

学校だが，近年はそういった偏った教育方針も影をひ

そめ，北でも南でもない『コリアン・アイデンティテ

ィ』の構築に力が注がれている.そうしたこともあっ

て， r朝鮮』籍や『韓国』籍はもちろん，日本に帰化
したものの民族的アイデンティティは保ち続けてほし

いという両親の願いなどから『日本国籍』の在日コリ

アンも一部通学するようになったJ(慎， 2010: 38頁). 
9)在日コリアンの先行研究では，r総聯系Jと「民団系J
という記述が目立つが，金昌守の場合にはインタピュ

ーの中で「北朝鮮系Jという表現を多用した.
10)ワールドカップ・ドイツ大会のアジア地区最終予選

で，日本代表チームは北朝鮮代表チームと2005年2月

9日に埼玉スタジアムで対戦した.試合の結果は， 2 

対 lで日本代表が勝利を収めた.

11)外国籍特別枠とは， 1チーム 3名以内と定めた外国

人選手枠とは別に，日本の高校や大学を卒業した外国

人に適用される枠である. ]リーグクラブは，外国人

枠とは別に lチーム l名の外国籍特別枠の選手と契約

することができる.

12)在日朝鮮人のサッカー選手は，サッカーが朝鮮民主

主義人民共和国の国技だと口をそろえる.ただ，r国技J
とは，多くの場合，その国で人気スポーツであること

から「国技Jと呼ぶ場合が多い.日本の相撲がf国技j
であるという言説と同じように，その根拠は暖昧なも

のであることを認識する必要があるだろう.

13)ウリナラとはわれわれの固という意味である.ここ

では北朝鮮を意味する.

14)たとえば，在日朝鮮人蹴球協会のホームページ

( http://www.ksaj.gr.jp/index.html)には朝鮮学校出

身で北朝鮮代表に選ばれた選手の写真や経歴が「在日

同胞選手一覧Jとして紹介されている.

(平成23年3月淵受付1

平成23年8月18日受理J
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